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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 佐賀平野東部の中小河川は、筑後川本川と有

明海の潮汐の影響を強く受ける感潮河川網を形成している。

特に、佐賀市東部より東流する佐賀江川は上下流の両端で潮

汐の影響を受ける特異な河川である。この水系では洪水時に

は水路網の下流端でポンプによる強制排水が行われるが、平

水時においても水門による流水制御が行われている。 
本研究では、図 1に示す平野内の中小６河川と筑後川を含

む河川網を対象として平水時及び出水時における流況特性を 
明らかにし、対象河川網における流水制御とその効果につい 
て検討する。                          図１    佐賀東部河川網図 
２．解析手法と計算条件２．解析手法と計算条件２．解析手法と計算条件２．解析手法と計算条件 流れはオランダのデルフト工科大学       
で開発されたブランチ・ノードモデル１、２）に基づいて解析を行った。基礎式は次に示す運動方程式と連続の

式である。式（１）の ( )HQJ , は、摩擦勾配である。    
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 解析は平水時（H9.10.7-8）と洪水時（H9.7.7-8、計画洪水）の２ケースについて行い、境界条件として、
各河川の上流境界端に流量を、下流境界端に有明海潮位を与えた。平水時においては、蒲田津水門と八田江

防潮水門のみ操作し、順流時には両水門とも全開、逆流時には前者は全閉、後者は開度 15cmである。出水
時には、図１中の４カ所の水門を水位に応じて閉じ、機械排水を行う。    
３．結果及び考察３．結果及び考察３．結果及び考察３．結果及び考察 （１）平水時流況 図２、３の破線に示すように、八田江川、佐賀江川の上潮による逆

流量は 50m3/s 程度である。図中矢印で示す上潮時の水門全閉により流れはなくなる（赤線）が、実際には
八田江水門が完全には閉め切られていないため、黒実線で示すように八田江川からの逆流が佐賀江川まで到

達し、わずかに順流が形成さている。図４は蒲田津水門内水位の変化である。約３mの水位変動が、水門閉
塞により八田江川からの上潮による 1.5m程の変動になり、計算結果（黒実線）は観測値（●）を良好に再 
    
    
    
    
    
    
    
    
図２ 八田江川船津橋流量     図３ 佐賀江川尾島流量    図４ 佐賀江川蒲田津内水位 

    
 キーワード：河川網、感潮河川、流況特性、流水制御、数値解析 
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現している。    
図５は八田江川、佐賀江川の縦断方向流量

分布の時間変化を示したものである。両河川

とも潮汐によって流量が大きく変化し、佐賀

江川には下流及び上流からの潮汐の影響を受

けて流量の節が存在する。 
（２）出水時流況 平成 9年における小規模
出水時の佐賀江川上流（江上地点）の水位変

動を図 6に示す。上潮期と増水期が重なって
いるため非出水時に比べ水位上昇が早く出現

している。水門を閉めるとその重なりが阻止されて水位上昇は緩やか

になり、水位低下の効果が得られる。下げ潮期でも高い水位を維持し

ているのは、筑後川の洪水の影響を受けているためである。計算結果

と観測値の適合性は良好である。 
計画高水時の解析結果を図７，８に示す。図７は非制御時における

佐賀江川と城原川の合流点付近の流量変動を示している。図中破線で

示す佐賀江川下流は筑後川の洪水の影響を受け 10 時頃逆流となる。
このため、佐賀江川、城原川の洪水は筑後川へ排水されず佐賀江川上  

流に向かって逆流し、25時頃にも再び佐賀江川上流向きの逆流が生じ
る。逆流量は順流量に比べてかなり大きく 100～200m3/s に達する。
この現象は佐賀江川の排水のみならず合流各河川の排水不良にもつな

がっている。水門及び機械排水を用いて流水制御を行った場合の水位

変動を図８に示す。図中破線で示すように上潮と洪水の重なりは大き

な水位上昇をもたらしている。水門を閉め切り、既存のポンプ排水容

量60m3/sで強制的に排水を行うと約1.5mの水位低下の効果が得られ
る。さらに、計画排水容量 120m３/secでは計画高水位 T.P.+3.0mを下
回ることが可能となる。    
４．おわりに４．おわりに４．おわりに４．おわりに 本河川網の流況特性として次のようなことが明らかに

なった。東流する佐賀江川は、潮汐の影響を上下流両端から受け流量

分布に節が存在する。水門操作によって八田江川を遡上してきた水は

佐賀江川を流下して筑後川へと排水され、大きな東回りの流れが形成

されている。出水時、閉門操作によって河道内に貯留される水は、機

械によって排水されるが、洪水規模によっては潮汐が内水排除に有利

にはたらく。筑後川の水位上昇は城原川から佐賀江川への流入をもた

らし、佐賀東部河川網の水位上昇、排水不良の主因となっている。    
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図５ 流量の縦断分布    

図６ 佐賀江川江上の水位 

図７ 計画洪水時の流況 

図８ 機械排水の効果 
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